
 
文部科学省での国立大学附属病院施設の防災機能強化に関する検討会において講演

しました（2015/12/8） 
 

テーマ：国立大学附属病院施設の防災対策 

会場：文部科学省（東京都） 

 

2015 年１２月８日(火)に、文部科学省の主催する国立大学附属病院施設の防災機能強化に関

する検討会において江川新一教授が『東日本大震災における東北大学病院の対応』として講演を

行いました。この委員会は国立大学病院の改築事業が多くなる時期にあたって、建築関係の専門

委員が災害対応の実際についての情報を共有し、文部科学省が建物も管轄する国立大学病院のよ

りよい建築のあり方を検討するための委員会です。 

江川新一教授は、東北大学病院の震災前の備え、震災の時におきた構造的・非構造的・機能的

な被害、震災時の地域医療に果たす大学病院の役割とネットワークが果たした成果、災害後の復

旧までの過程と、Build Back Better としての東北大学病院の構造的・非構造的・機能的な強化

対策とリスク分散対策、仙台防災枠組のもつ意義についてわかりやすく説明し、文部科学省、専

門委員に地域の三次医療機関であり、災害対策拠点病院である大学病院がどのように減災・防災

対策をとっていくべきかについての提言と議論を行いました。 

会議には、被災沿岸地域の病院復興に携わる方やリスク分散の専門委員、また文部科学省のな

かにも被災地や東北大学に深い関心を寄せる担当官が熱心に議論を行い、医療と建築、都市計画、

文部科学省が一体となって国立大学病院の構造・機能強化が図られていることを感じました。文

部科学省はさらに私立・公立・国立大学病院の災害対策機能の評価と強化にむけてアクションを

とっていく予定です。このような議論を経た政策決定によって、教育、臨床、研究を行う大学病

院の機能強化が図られることは大変重要な意義を持っています。 

被災地の中心に位置する大学として、東日本大震災の教訓に基づく実践的な防災学を樹立して

いく東北大学と災害科学国際研究所の役割はこれからもますます重要になっていきます。 

 

  

発災直後の対応 
病棟は制震構造で被害がほとんどなかったが、

中央診療棟の非構造部は被害を受けた 



 

  

復旧への過程と東北大学病院の地域における

役割 

ネットワークによりコーディネートされた透析

患者の沿岸地からの広域医療搬送 

  

建て替えずに免震化する新技術 病院のライフライン対策 

  

リスク分散 院内災害情報システム 



 

  

災害保健医療コーディネーター任命都道府県

の推移（災害医療国際協力学調査） 
災害拠点病院のリスク分析と対策が全国で必要 

 文責：江川新一（災害医学研究部門） 

 


